
不可能を 可能にする

開始しますか

NVivo でプロジェクトをはじめましょう

このガイドでは NVivo 7 のインストールと基本的な操作
方法を説明しています。
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NVivo とは
NVivo へようこそ。このガイドではアプリケーションのインストールおよび基本的な操作につい
て説明します。

NVivo の使用法の詳細については以下を参照ください。

説明

ヘルプメニューで NVivo ヘルプをクリックして NVivo の使用法の詳
細を見ることができます。 
ヘルプは二つのパートで構成されています。 
•	 ステップを追ってアプリケーションの使用法を説明。 
•	 プロジェクトを最大限に活かすコンセプトや戦略を得ることがで
きるデータの処理方法。

ヘルプメニューで NVivo チュートリアルをクリックしてプロジェクト
の作成と設定方法をアニメーションで見ることができます。

 

注意 : チュートリアルを実行するには Adobe Flash  プレーヤーが必要です。イ
ンストールされていない場合は Adobe のウェブサイト http://www.adobe.com/
jp/ からダウンロードしてください。

QSR ウェブサイト (www.qsrinternational.com):  
• 	 よくある質問 (FAQ) 
•	 製品ツアー 
•	 最新の製品情報  
QSR フォーラム (http://forums.qsrinternational.com/) でも NVivo を 
使用するにあたり有用な情報を得ることができます。
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インストール
NVivo のインストールは、画面を選択しながら簡単に進めることができます。インストールの前
に、ご使用するコンピュータが以下に示すハードウェアおよびソフトウェア環境を満たしている
かをご確認ください。なお、ライセンスキーを入力する必要がありますが、キーを取得するには、
NVivo の CD ジャケットに記載された番号をご確認いただくか、製品をダウンロードで入手した
場合は、QSR 社から受信した Email の内容をご確認ください。

ハードウェアおよびソフトウェアの動作環境
NVivo のインストールと実行には、以下の要件を満たす必要があります。

コンポーネント

プロセッサ 

RAM

画面

OS 

ハードディスク 

その他

最小構成

1GHz Pentium III 互換またはそれ
以上

256MB 以上

800 x 600 以上の画面解像度

Windows 2000 Service Pack 4  
以降

約 700MB の空き容量

推奨

1.6GHz Pentium III 互換品か、そ
れ以上

512MB 以上

1024 x 768 以上

Windows XP Service Pack 2  
以降 *

約 1GB のハードディスク 
空き容量

インターネット接続環境

*NVivo 7 は Windows Vista アプリケーション互換用件を満たしています。NVivo 7 は 32 bit Microsoft Windows Vista 上で動作し 

ます。

英語以外の言語を取り扱う場合は、使用する言語があらかじめコンピュータにインストールされて
いる必要があります。詳細は Microsoft Windows のオンラインヘルプをご確認ください。

NVivo をインストール 
 NVivo をインストールするには :

1	 NVivo CD を CD ドライブに挿入します。インストールが自動的に開始しない場合は、 
ファイルをダブルクリックします。 
または 
NVivo をダウンロードで入手した場合は、NVivo 7.exe ファイルをダブルクリックしてくださ
い。InstallShield Wizard が現れ、NVivo のインストールに先立ち必要なコンポーネントのリ 
ストが表示されます。

2	 OK をクリックしコンポーネントをインストールします。 
コンポーネントのインストールが終了すると NVivo ウィンドウが表示されます。

リソース

NVivo オンラインヘル
プ 
 
 
 
 
 

NVivo チュートリアル 
 
 
 
 

QSR ウェブサイト 
および  
QSR Forum 
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7インストール

NVivo をアクティベート

NVivo のインストールが完了しても製品をアクティベートするまでは使用できません。アクティ
ベーションの作業自体は、ソフトウェアを使用するための有効なライセンスが使用されているか
確認するだけの簡単で安全なものです。

インターネット経由、あるいは QSR にコンタクトしてライセンスをアクティベートします。

インターネット経由でアクティベート

インターネットに接続していればオンラインでアクティベートできます。

1	 インターネットに接続しているか確認します。

2	 ヘルプメニューでライセンスをアクティベートをクリックします。( あるいはアクティベーシ
ョンリマインダで今すぐアクティベートをクリックします ) 
アクティベート画面が表示されます。

3	 インターネット経由でアクティベートをクリックします。

4 	 登録情報を入力します。アスタリスクが付いた個所は必須項目です。

5 	 アクティベートをクリックします。これで完了です。

QSR にコンタクトしてアクティベート

インターネットに接続できない場合は以下の方法でアクティベートします。

•	 QSR にアクティベーションを申請する。
•	 QSR より送られるアクティベーションキーを入力する。

アクティベーション申請方法

1	 ヘルプメニューでライセンスをアクティベートをクリックします。( あるいはアクティベーシ
ョンリマインダで今すぐアクティベートをクリックします ) 
アクティベート画面が表示されます。

2 	 Mail/Fax または電話でアクティベートをクリックします。

3 	 登録情報を入力します。アスタリスクが付いた個所は必須項目です。

4 	 生成ボタンをクリックしインストールキーを入手します。これを登録情報とともに QSR に送
ります。

5 	 印刷ボタンをクリックして Activation Request フォームを入手します。

6 	 フォームに記載された内容に従って QSR にコンタクトします。

6 インストール

3	 次へボタンをクリックします。 
License Agreement が表示されます。内容を確認し、同意する場合は「使用許諾契約の項目
に同意します。」をクリックします。

4	 次へボタンをクリックします。 
ユーザー登録ウィンドウが表示されます。

5	 ライセンスキーを入力します。NVivo の CD ジャケットに記載されています。製品をダウン
ロードした場合は、QSR 社より送られた Email の内容をご確認ください。

6	 次へボタンをクリックします。 
セットアップタイプウィンドウが表示されます。

7	 完全インストールオプションを選択します。大部分のユーザーにはこれを推奨します。

8	 デフォルトのインストール先から変更する場合は変更ボタンをクリックします。通常は 
Program Files の下にインストールされます。

9	 次へボタンをクリックします。 
プログラムフォルダ選択ウィンドウが表示されます。

10	 デフォルトではプログラムフォルダが作成されすべての NVivo アイコンが格納されます。他
のフォルダに格納するには別のフォルダ名を入力します。

11	 次へボタンをクリックします。 
デスクトップショートカットウィンドウが表示されます。 
選択されたアイテムはアイコンとしてデスクトップに現れます。アイコンが不要であればチェ
ックボックスを外します。

12	 次へボタンをクリックします。インストールの準備ウィンドウが表示されます。

13	 現在の設定リストで設定を確認します。設定を変更するには戻るボタンをクリックします。イ
ンストールを続行するにはインストールボタンをクリックします。

14	 ファイルのコピーが終了すると、Installshield Wizard 完了画面が表示されます。 
デフォルトでは Readme ファイルを表示するオプションが選択されています。Readme ファ
イルには NVivo に関する一般情報とアップグレードに関する情報が記載されています。ファ
イルを開く必要がなければチェックボックスをクリックします。

15	 完了ボタンをクリックします。 
NVivo を起動するにはデスクトップ上の QSR NVivo 7 アイコンをダブルクリックします。

注意 : NVivo 7 のインストールとアクティベーションを複数のコンピュータで実行したいシステム管理者
の方は、MSI コマンドライン技術を使って「サイレントインストール」を実行することができます。詳し
くは NVivo 7 Administrator's Guide を参照ください。QSR 社のウェブサイト (www.qsrinternational.com) か
らダウンロードすることができます。

開始しますか 



QSR から届いたアクティベーションキーを入力する

1	 ヘルプメニューでライセンスをアクティベートをクリックします。 
アクティベート画面が表示されます。

2 	 アクティベーションキーフィールドで QSR から届いたアクティベーションキーを入力します。

3 	 アクティベートボタンをクリックします。

NVivo を削除
NVivo を削除するには :

1	  Windows のスタートメニューからコントロールパネルをクリックします。 
コントロールパネルが表示されます。

2	 プログラムの追加と削除をクリックします。

3	 現在インストールされているソフトウェアのリストから QSR NVivo 7 を選択します。

4	 変更 / 削除ボタンをクリックします。 
InstallShield Wizard が表示されます。

5	 削除オプションを選択します。

6	 次へボタンをクリックします。 
NVivo の削除を確認されます。

7	 OK をクリックします。 
NVivo ファイルが削除されます。

注意 : NVivo は、動作に他の多くのコンポーネントを使用するため、インストール時にそれらが存在しなけ
れば、NVivo はそれらをインストールするよう促しますが、NVivo をアンインストールするときは、他のコ
ンポーネントはアンインストールされません。これらはコントロールパネルからアクセスするプログラムの
追加と削除機能を利用して個別に削除します。コンポーネントは他のプログラムで利用されていないことを
確認したうえで削除してください。削除できるコンポーネントは以下の順序です :

•	 Crystal Reports for .NET Framework 2.0 
•	 Microsoft SQL Server 2005 
•	 Microsoft .NET Framework 2.0 

8 インストール 9NVivo ワークスペース 9

NVivo ワークスペース
研究プロジェクトを構成するすべてのアイテムは、NVivo のワークスペースから容易にアクセス
できます。

ワークスペースは作業しやすいようにカスタマイズすることができます。詳しくはオンラインヘ
ルプの説明をご覧ください。

ワークスペースは以下のコンポーネントで構成されています。:

NVivo では以下の 3 つのビューに分類されたプロジェクトアイテムを使って作業します。

•	 ナビゲーション表示
•	 リスト表示
•	 詳細表示

メニューとツールバーのボタンは「文脈依存」で開発されており、作業状況に応じて利用できる
アイテムが変更されます。

タイトルバー

メニュー

ナビゲーシ
ョン表示

ステータスバー

詳細表示

リスト表示

検索

開始しますか 

ツールバー
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ナビゲーション表示
ナビゲーション表示は、すべてのプロジェクトアイテムを整理し、整理されたアイテムにアクセ
スする場所です :

10 NVivo ワークスペース

ハンドルをマウス
でドラッグしてス
ペースを調整でき
ます

フォルダを作成し
ソース資料を分
類、整理します

ボタンをクリック
して関連するフォ
ルダを表示します

クリックするとナビ
ゲーションボタンを
設定できます

すべてのフォルダ
を表示するにはフ
ォルダをクリック
します

プロジェクトのコンポーネント

ナビゲーション表示は NVivo のプロジェクトに含まれるすべてのコンポーネントにアクセスでき
ます。

コンポーネント

ソース 
 
 
 
 

説明

NVivo で使う「ソース」とは研究やプロジェクトで利用する資料の総称
です。インタビュー記録からビデオまであらゆる情報が含まれます。ソ
ースは以下のタイプに分類されます。 
•	 ドキュメント : フィールドノートや筆記録、インタビュー、文献レ	
	 ビューあるいはプロジェクトに関連するあらゆる資料です。インポ	
	 ートする、あるいは NVivo 内部で作成することができます。

説明

•	 外部ソース : 新聞記事、書籍、ビデオテープ、オーディオテープなど 	
	 NVivo に直接インポートできない資料をあらわすソースの「プロク	
	 シ（代理）」です。外部ソースには資料に関する注釈やサマリーを書	
	 き込むことができます。外部ソースが PC 上にあるファイルであれば、 
	 リンクを付け、開くことができます。 
•	 メモ : 見解や所見を記録します。メモが特定のプロジェクトアイテム 
	 に関連している場合、それらをメモリンクでつなぐことができます。

ソースに「コード」を付けトピックごとにマテリアルをまとめる事がで
きます。たとえばコミュニティという概念に関するすべてのコンテンツ
をまとめる事ができます。このマテリアルへのリファレンスの保存場所
を「ノード」と呼びます。NVivo には以下のタイプのノードがあります。 
•	 フリーノード : 他のノードと明確な論理的つながりのない「独立した」 
	 ノードです。階層構造には不向きなものをここに置きます。 
•	 ツリーノード : 階層構造に置かれたノードです。一般的なカテゴリを 
	 上位に ( 親ノード )、特定のカテゴリを下位に ( 子ノード ) 置きます。 
•	 ケース : 性別や年齢といった属性を持つ人や場所に関するマテリアル 
	 を置くノードです。ツリーノードのようにケースも階層的に組織する 
	 ことができます。 
•	 関係 : 二つのプロジェクトアイテム間のつながりを表すノードです。 
	 たとえば二つのケース間 (Anna は Bill を愛している ) や二つの 
	 ノード間 ( 貧困は健康に影響を与える ) などです。 
•	 行列 : 行列コード化クエリの結果として作成されるノードのコレクシ 
	 ョンです。行列からノードを開き調査することはできますがここで 
	 コードすることはできません。

異なるタイプのプロジェクトアイテムを様々な方法でグループ化します。
たとえば特定のチームメンバーに関するドキュメント、メモ、ノードの
集合を作成することができます。

データに問いかけ、パターンを検出し、アイデアを追及することができ
ます。クエリを保存し、新しいデータに対し再実行し、結果の変化を追
うことができます。

プロジェクトについての初期アイデアを描画したり、出現パターンや結
合関係を確認できます。「静的」モデルを作成して、ある特定の時点にお
けるプロジェクトの状態をキャプチャすることができます。

NVivo では以下の方法でデータにリンクを付けることができます。 
•	 メモリンク : ソースやノードに対して関連するメモを添付することが 
	 できます。

コンポーネント

ソース 
 
 
 
 
 
 

ノード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集合 
 

クエリ 
 

モデル 
 

リンク
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詳細表示
リスト表示でアイテムを開くと詳細表示に表示されます。以下は詳細表示でドキュメントを開い
た例です。

12 NVivo ワークスペース

説明

•	 参照リンク : ソースまたはノードのコンテンツ間にポインタを置き 
	 ます。 
•	 注釈 : 余白への走り書き同様、選択したコンテンツに対するコメント 
	 を書き込むことができます。

NVivo では以下の分類ができます。 
•	 性別や年齢、場所といった属性を設定しケースを分類。 
•	 愛、影響、雇用、結婚などの関係タイプを設定し関係を分類。

コンポーネント

リンク 
 
 

分類 
 
 

リスト表示
ナビゲーション表示でフォルダを選択すると、リスト表示にその内容が表示されます。ここで新
規アイテムを追加したり、既存のアイテムを開いたり、アイテムのプロパティを編集することが
できます。

ダブルクリックし
てアイテムを開く

境界をドラッグして
サイズを変更

目的の行見出しをクリックして
リストをソート

アイテムを右ク
リックしてコン
テクストメニュ
ーにアクセス

複数のアイテムを開き
タブを使って移動でき
ます

スタイルとテキス
トフォーマットを
適用

コンテンツを選択しノ
ードでコード

注釈を作成し、開
く

詳細表示では以下のことができます。

•	 ノードを開き集められたコンテンツを見ることができます。必要であればノードからコードす
ることも可能です。 
•	 ノードでコードされたそれぞれのソースをリストしたノードサマリを表示します。 
•	 クエリの結果を表示します。 
•	 ワークスペースからドック解除し別ウィンドウで開きます。

これらのタスクの実行に関する詳細はオンラインヘルプを参照ください。

参照リンクを作成



作業をしやすいようにツールバーを変更、移動することができます。

15NVivo ワークスペース

ヘルプを使用
このガイドでは NVivo を起動するまでの手順と NVivo のプロジェクトを使った利用法が記載され
ていますが、ソフトウェアの使用とオリジナルデータを使った作業に関するより詳細な情報につ
いては、NVivo のオンライン・ヘルプを参照してください。NVivo のヘルプメニューにあるヘルプ 
オプションをクリックすると、ヘルプにアクセスできます。

ツールバーを使用
頻繁に使う機能に素早くアクセスできるように NVivo にはツールバーが用意されています。ボタ
ンの上にマウスを置くと機能の簡単な説明が表示されます。

メインツールバーからファイルの保存、印刷、切り取り、コピーペースト、元に戻すなど一般的
なタスクを実行できます。

 

編集ツールバーを使ってテキストのフォーマット変更やモデルコンテンツの編集が可能です。

 

コード化ツールバーで選択したコンテンツのコード化、非コード化ができます。

 

表示ツールバーでプロジェクトアイテムの表示法を設定できます。

 

リンクツールバーから参照リンク、注釈、メモを利用できます。

 

グリッドツールバーから行列やプロジェクトケースブックを利用できます。

 

ツールバーをカスタマイズ 

14 NVivo ワークスペース

ハンドルをクリックしドラッグし
てツールバーを移動します

ドロップダウンアローをクリックし
てツールバーボタンを追加または削
除します

メニューを使用
アプリケーションウィンドウの最上部にあるメインメニューには、NVivo のすべての機能が格納
されています。メニューで利用できる機能はアイテムやビューの作業状況に応じて変化します。
例えば、コード付けを行なおうとしてドキュメントをクリックすると、コードメニューの機能が
利用できるようになります。

マウスを右クリックして表示されるコンテクストメニューも使用することができます。たとえば
ドキュメントの選択部分を右クリックして集合に追加することができます。

選択したドキュメントを右
クリックし集合に追加オプ
ションをクリックします。

大部分の頻繁に使うタスク
はショートカットキーで使
用できます。メニューオプ
ションの右に表示されます。

タブを使ってインデックス、検索機能、用語集にアクセスできます。

ヘルプはソフト
ウェアの使用法
とデータを使っ
た作業の二つに
分けられていま
す。

本のアイコンを
ダブルクリック
して下位のトピ
ックを表示しま
す

開始しますか 
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ヘルプ - データを使った作業

このヘルプトピックにはデータを取り扱う上で役立つコンセプトや戦略が記載されています。基
礎的な使用法からプロジェクトの評価法まで網羅されています。

ヘルプ - ソフトウェアの使用法

ヘルプトピックにはステップごとのインストラクションとアプリケーションを使いこなすために
必要な情報が掲載されています。

16 NVivo ワークスペース

このアイコンはソ
フトウェアの使用
法に関するヘルプ
トピックであるこ
とを示します

これらのトピック
は NVivo 専門用語
を紹介しタスクを
実行するためのス
テップごとのイン
ストラクションを
提供します

クリックしてタス
クを実行するため
の別の方法を参照
することができま
す

ドロップダウンア
ローをクリックし
て詳細な情報を見
ることができます

ボタンをクリックし
て関連するコンセプ
トやインストラクシ
ョンを見ることがで
きます

このアイコンはデ
ータを使った作業
方法に関するヘル
プトピックである
ことを示していま
す

これらのトピック
はデータを取り扱
う際のコンセプ
ト、ヒント、戦略
や例を紹介してい
ます

ボタンをクリック
して関連する操作
法やコンセプトを
見ることができま
す

ソフトウェアの使用法とは別の色が使用
されていますので現在どちらのタイプの
情報を見ているか簡単に見分けることが
できます。

開始しますか 



NVivo の基礎
NVivo プロジェクトの取扱いは簡単です。このガイドでは、以下の基本的操作を順を追って紹介
いたします。

•	 プロジェクトを作成
•	 ソースを収集
•	 ノードを作成
•	 簡単なコード化

これら基本的な操作を習得することで、以下のような他の機能を活用することができます。

•	 参照リンクと注釈テキストを作成
•	 データのパターンを検出するためにクエリを実行
•	 データの関連を視覚化するためにモデルを作成
•	 レポートを作成

これらの機能に関する詳細な情報は、NVivo オンラインヘルプに記載されています。

プロジェクトを作成
プロジェクトを保存すると、データは .nvp ファイルとしてコンピュータに格納されます。プロジ
ェクト・データはすべて単一のファイルとして保存されるため、ファイルを別の場所にコピーす
るだけでバックアップも容易にできます。

新規プロジェクトを作成するには、

1	 デスクトップの QSR NVivo 7 アイコンをクリックしアプリケーションを開きます。

2	 ようこそ画面で新規プロジェクト画面をクリックします。 
新規プロジェクトダイアログが表示されます。

3	 タイトルフィールドで名前を入力します。

	 注意 : プロジェクトタイトルはプロジェクトファイル名と同じではありません。プロジェクトを最初に保存
する際、最初に何らかのタイトルを付けたとしても後で変更することができますが、ファイル名がこの変更
の影響を受けることはありません。

4	 必要であれば説明フィールドでプロジェクトの説明を入力します。たとえば研究プロジェクト
の目標に関する説明を記述します。

5	 プロジェクトの保存場所を変更するには参照ボタンをクリックします。

6	 OK をクリックします。 
NVivo ウィンドウが表示されます。タイトルバーにプロジェクト名が表示されます。
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以前のバージョンのプロジェクトをアップグレード
 NVivo のこのバージョンでは NVivo 1, NVivo 2, N4, N5, N6 で作成されたプロジェクトを開くこ
とができます。現行バージョンの NVivo で開くだけで最新の形式にアップグレードできます。

1	 ファイルメニューでプロジェクトを開くをクリックします。 
プロジェクトを開くダイアログが表示されます。

2	 ファイルの種類ドロップダウンリスト ( ダイアログボックスの一番下にあります ) で開きたい
プロジェクトの場所を指定します。以下のプロジェクトを開くことができます。

	 •	 NVivo 7 (.nvp) 

•	 NVivo 1、2 (.qda) 

•	 N4, N5, N6 (N6 Student を含む ) (.stp)

3	 場所ドロップダウンリストを使って開きたいプロジェクトが保存されているドライブ、フォル
ダを指定します。

4	 目的のプロジェクトファイルをクリックします。

5	 開くボタンをクリックします。プロジェクトを変換ダイアログが表示されます。

6	 参照ボタンをクリックします。

7	 ドロップダウンリストの保存を使って新たに作成するプロジェクトを保存するフォルダをクリ
ックします。

8	 ファイル名フィールドで変換したプロジェクトの名前を入力します。

18 NVivo の基礎

ソースデー
タのフォル
ダです

この下にフ
ォルダを追
加すること
ができます

リスト表示

プロジェクト
タイトル



6	 目的のオプションを選択します。

説明

ソースのテキストのスタイルをプロジェクトプロパティで設定され
たスタイルに更新します。

インポートするドキュメントの最初の段落を使ってドキュメントの
説明を作成します。選択したドキュメントの説明文を確認するには、
プロジェクトメニューのドキュメントプロパティをクリックします。

このオプションをクリックするとドキュメントごとのケースが自動
的に作成されます。個別の被験者ごとに関連するドキュメントが存
在し、被験者別のケースを作成したい場合に便利です。 
インポート時にケースを作成しなくとも、後からいつでも作成でき
ます。ケースの使用に関する詳しい説明はオンラインヘルプをご覧
ください。

このオプションをクリックするとドキュメントをリード・オンリー
でインポートできます。リード・オンリーで読み込むと、ドキュメ
ントに対して注釈やリンクを付けることはできますが、テキストそ
のものを編集することはできません。

オプション

テキストスタイ
ルを更新

説明を作成

次の新規ケース
でソースをコー
ド 
 

書き込み不可で
作成 
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9	 保存をクリックします。

10	 目的のインポートオプションを設定します。オプションの詳細は NVivo オンラインヘルプを
参照ください。

11	 必要であればユーザー名やパスワードを入力します。

12	 変換ボタンをクリックします。

プロジェクトをインポート

プロジェクトを別のプロジェクトにインポートすることで複数のプロジェクトをひとつにまとめ
ることができます。共同で作業をおこなうときや、既存のプロジェクト構造を利用して新規プロ
ジェクトを作成したいときに便利です。

プロジェクトのインポートの詳細についてはオンラインヘルプを参照ください。

ソースマテリアルを収集
NVivo で使う「ソース」とは、研究で取り扱う資料の総称です。手書きの日記からインタビュー
記録まであらゆるものが含まれます。プロジェクトの作成が完了したら、以下の方法で研究デー
タを取りまとめることができます :

•	 テキスト (.txt)、リッチテキスト (.rtf)、Word (.doc) 形式のドキュメントをインポートします。
インポートするドキュメントの内容はインタビュー記録、Email、文献レビューなど様々ある
でしょう。NVivo をつかってドキュメントを直接作成することも可能です。詳しい説明はオン
ラインヘルプをご覧ください。

•	 オーディオまたはビデオファイル、手書きの日記、書籍、新聞記事など NVivo にインポート
できないファイルについは「外部ソース」としてファイルのリンクを作成できます。

•	 考えや所見を書き留めておくためのメモを作成、インポートできます。例えばプロジェクトの進
行状況に関する内容を書いておくためにプロジェクト日誌やログをメモとして作成できます。

ドキュメントをインポート

ドキュメントは好きなときにインポートできます。必要ならフォルダに整理することができます。
フォルダの使用に関する詳しい説明はオンラインヘルプをご覧ください。

ソースドキュメントをインポートするには、

1	 ドキュメントフォルダをクリックします。

2	 プロジェクトメニューでドキュメントをインポートをクリックします。 
ドキュメントをインポートダイアログが表示されます。

3	 インポート元フィールドで参照ボタンをクリックします。

4	 インポートするドキュメントを指定します。CTRL キーを押しながら複数のファイルを、ある
いは SHIFT キーを押しながら連続するファイルを選択できます。

5	 開くボタンをクリックします。 
選択したファイルがインポート元フィールドに表示されます。

7 	 OK をクリックします。 
リスト表示にインポートしたドキュメントが表示されます。
インタビューフォルダを作成しそこに 
ドキュメントをドラッグできます。

インポートされた
ドキュメントが 
リスト表示に 
表示されます

まだコード化が 
行われていない 
ためノードおよび
リファレンスは  
0 です

開始しますか 



外部ソースを作成するには :

1	 外部ソースフォルダをクリックします。

2	 新規ツールバーボタンをクリックします。

3	 このフォルダの外部ソースオプションをクリックします。 
新規外部ソースダイアログが表示されます。

4	 外部ソースの名前と説明を入力します。

5	 外部ソースタブをクリックします。

6	 タイプドロップダウンリストでアイテムに最適なオプションを選択します。

説明

実行可能なファイルとしてアイテムが保存されます。たとえばビデ
オ、音声、画像ファイルなどです。このオプションを選択するとフ
ァイルへのリンクが設定されます。ファイルパスフィールドで参照
ボタンをクリックしファイルの位置を指定します。

アイテムがウェブページの場合はこれを使用します。URL パスフィ
ールドにウェブアドレスを入力して活きたリンクを作成することが
できます。

  オプション

ファイルリンク 
 
 

ウェブリンク
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7	 プリフォーマットの見出しを持つ外部ソースを作成するには

	 a	 コンテンツドロップダウンリストで外部ソースに適したオプションを選択します。

	 b	 ユニットドロップダウンリストで外部ソースが分割されるユニットを選択します。章 1、 
	 章 2 といった見出しになります。

	 c	 開始と終了値を入力します。たとえば 1 から 20 など。

8	 OK をクリックします。	

	 外部ソースが作成され要約や所見を入力する準備ができました。ドキュメントから外部ソース 
	 ファイルへの参照リンクを作成することができます。たとえばドキュメントを参照しながら関 
	 連したウェブサイトや音声ファイルを開くことができます。詳細はオンラインヘルプを参照く 
	 ださい。

メモを作成

ドキュメントと同様の方法でメモをインポートし、作成することができます。メモフォルダに格
納される点だけが異なります。メモはプロジェクト全体に関わるもの、あるいは特定のプロジェ
クトアイテムに関するものです。たとえばインタビューの文脈に関するメモを作成することがで
きます。

ソースで作業中にリンクされたメモを作成するには :

1	 リンクメニューでメモリンクをクリックします。

2	 新規メモへリンクオプションを選択します。 
新規メモダイアログが表示されます。

3	 名前と説明を入力します。

4	 OK をクリックします。

メモが詳細表示で開かれ目的のコンテンツを追加することができます。

外部ソースを作成

NVivo にインポートできないデータは「外部ソース」として作成することができます。外部ソー
スでは要約や所見を入力することができます。以下はフォーカスグループの音声記録を外部ソー
ス化した例です。
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要約された内容に基づいてオーディオファイルを開き再生することができ
ます。プロジェクト→外部ソースファイルを開くをクリックします。

NVivo は自動的に
このような見出し
を作成します。必
要に応じて編集す
ることができま
す。

他のドキュメント
同様、外部ソース
もそのコンテンツ
をコード化するこ
とができます。

説明

コンピュータに保存できないファイルです。たとえば文献、手書き
の日記などがこれに当たります。場所の説明フィールドに物理的な
場所、たとえば本棚の一番上などと指定します。

オプション

その他
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メモフォルダにメモを直接追加し、インポートすることができます。関連したドキュメントやノ
ードにリンクすることも可能です。メモリンクを確認し管理するにはナビゲーション表示でリン
クボタンをクリックします。詳細はオンラインヘルプを参照ください。

ツリーノードを作成
探求したいテーマがすでに決まっている場合はすぐにノードを作成することができます。用意さ
れたテーマがない場合はソースの中身を調べテーマが現れる度にノードを作成します。このガイ
ドの「新規ノードでコード」を参照ください。

このガイドではシンプルなノード構造の作成方法について説明します。他のノードタイプについ
てはオンラインヘルプを参照ください。

ツリーノードを作成するには :

1	 ナビゲーション表示でノードボタンをクリックします。

2	 ツリーノードフォルダをクリックします。

3	 メインツールバーの新規ボタンをクリックします。

4	 このフォルダのツリーノードをクリックします。 
新規ツリーノードダイアログが表示されます。

5	 ノード名を入力します。たとえばボランティアのイメージなど。

6	 必要であれば説明フィールドに説明を入力します。

7	 OK をクリックします。 
ノードがリスト表示に表示されます。
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メモはメモフォルダに
格納されます

必要に応じてメモ
のコンテンツを入
力、フォーマット
します

このアイコンはドキュメントにメモ
がリンクされていることを示します

このノードの下に子ノードを追加するには :

1	 親ノード、たとえばボランティアのイメージをクリックします。

2	 メインツールバーの新規ボタンをクリックします。

3	 このフォルダのツリーノードをクリックします。 
新規ツリーノードフォルダダイアログが表示されます。

4	 名前と説明を入力します。

5	 OK をクリックします。 
親ノードの下にノードが追加されます。必要に応じて上記を繰り返します。

この新規ノードは
ツリーノードフォ
ルダのルートレベ
ルにあります ( 親
ノードがありませ
ん ) 

必要であればこの
下に子ノードを追
加します

このノードではまだ何もコードされていないため 
ソース、リファレンスは 0 です。

各コラムのヘッダ
をクリックしてノ
ードをソートする
ことができます

ノードはドラッグ
アンドドロップで
任意の階層に移動
できます

子ノードをルートレベルに移動するには 
ツリーノードフォルダにドラッグします

開始しますか 
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ケースを追加

NVivo はソースの情報を元に自動的にケースを作成できます。 詳細はオンラインヘルプをご覧く
ださい。 

プロジェクトにケースを追加するには :

1	 ナビゲーション表示でノードをクリックします。

2	 ケースフォルダをクリックします。

3	 新規ツールバーボタンをクリックします。

4	 このフォルダのケースオプションをクリックします。 
新規ケースダイアログが表示されます。

5	 名前フィールドで名前を入力します。

6	 必要であればケースの説明を説明フィールドで入力します。

7	 必要であればケースの代替名をニックネームフィールドで入力します。この名前を使ってケー
スでコンテンツに素早くコードできます。ニックネームを使ったコード化についてはオンライ
ンヘルプを参照ください。

8	 属性値タブをクリックしケースに値を割り当てます。

9	 OK をクリックします。

簡単なコード化
ソースにコードを付け、トピックに関するすべての資料を取りまとめることができます。例え
ば、被験者がボランティアについて「older ( 年輩の )」と記述していたら、そのテキストに対して 
elderly （高齢者）とコード付けすることができます。あるノードを開くと、そこに集められたす
べての参照情報を見ることができます。

NVivo はさらに進んだ機能を提供します :

•	 見出しレベルで自動コード
•	 段落で自動コード
•	 テキスト検索でコード

詳細はオンラインヘルプを参照ください。

ケースと属性を作成
ケースを作成することで、特定の被験者、場所、機関、その他の調査対象に関するすべての属性
情報を集計ことができます。ケースには、他のノードと異なり、性別、年齢、地域といった属性
を持たせることができます。属性は、人口統計学的変数を使用してケース同士を比較できます。
例えば、男性と女性、地方と都市といった比較ができます。

属性を追加

属性や値の追加はいつでもできますが、プロジェクトの初期段階でこれらを考慮すると良いでし
ょう。NVivo では属性テーブルやケースブックをインポートすることもできます。 詳細はオンラ
インヘルプをご覧ください。 

属性とその値を追加するには :

1	 ナビゲーション表示で分類をボタンをクリックします。

2	 属性フォルダをクリックします。

3	 新規ツールバーボタンをクリックします。

4	 このフォルダの属性オプションをクリックします。 
新規属性ダイアログが表示されます。

5	 名前フィールドでたとえば、性別、年齢、地域など名前を入力します。

6	 必要であれば属性の説明を説明フィールドに入力します。

7	 タイプドロップダウンリストで属性値のフォーマットを選択します。たとえば性別 = 男性、
女性といったように数字や日付でなければ文字列を選択します。

8	 値タブをクリックします。

9	 値タブで追加ボタンをクリックします。

10	 値セルに、たとえば男性、女性といった値の名前を入力します。

11	 必要であれば値の名前を入力します。 

12	 新規ケースにこの属性値がデフォルトで割り当てる場合はデフォルトチェックボックスをク
リックします。

13	 OK をクリックします。
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開始しますか 
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既存のノードでコード

既存のノードでソースコンテンツをコードするのは非常に容易です。ドラッグアンドドロップで
実行できます。:

1	 コードするソースを開きます。詳細表示に表示されます。

2	 目的のノードフォルダを開きノードをリスト表示に表示させます。

3	 必要であればコードしやすいように表示を変更します。表示メニューで詳細表示 > 右をクリ
ックします。:
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4	 コードするソースコンテンツを選択し目的のノードにドラッグします。

5	 コンテンツがノードにコードされます。ダブルクリックしてノードを開くとコードされたコン
テンツが表示されます。

ノードを縦型の 
リストに表示

コードするコンテンツを 
クリックアンドドラッグ

ノードを開きコードされた内容を確認します。
elderly ( 高齢者 )、retired ( 退職者 ) でコードするた
びにリファレンスがノード表示に追加されます

ノードディスプレ
イはカスタマイズ
が可能です。詳細
はオンラインヘル
プを参照ください

ソースの内容に対してコード化ツールバーまたはコードメニューを使用してコード化できます。
詳しい操作方法についてはオンラインヘルプをご参照ください。

新規ノードでコード

ソースをコード化していると新しいアイデアやテーマが浮かぶことがあります。新規ノードでコ
ードするには :

1	 コードするソースを開き目的のコンテンツを選択します。

2	 コード化ツールバーで次でコードドロップダウンリストから名前オプションを選択します。

3	 次のドロップダウンリストで新規ノードの名前を入力します。

4	 場所ドロップダウンリストからノードの場所を選択します。

5	 コードボタンをクリックします。 
選択したコンテンツが新しく作成されたノードでコードされます。

コード化ツールバーの NVivo でコードボタンを選択することにより選択したテキストに基づいて
フリーノードを新規に作成することも可能です。詳細はオンラインヘルプを参照ください。

開始しますか 
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コード化ストライプをクリックしノ
ードでのコードを強調表示します

コード化ストライ
プを右クリックし
ノードを開き、非
コード化すること
ができます

コード化密度はコ
ード化の頻度を表
示します

コード化ストライプを表示

コード化ストライプを使えば、ソースにコードされたノードを表示することができます。コード
化ストライプでは、最大７つのノードを表示できます。 

コード化ストライプを表示するには :

1	 目的のソースを開きます。

2	 表示メニューでコード化ストライプをクリックします。

3	 目的の表示オプションをクリックします。

ノードを探求

ノードを開くと、ノードに基づいてコード付けされたすべての内容を確認することができます。
ノードを開くには :

1	 ナビゲーション表示でノードボタンをクリックします。

2	 目的のノードフォルダをクリックします。

	 リスト表示にノードが表示されます。

3	 目的のノードをダブルクリックします。

	 ノードは詳細表示内に表示されます。

このノードでコードさ
れた最初のソースのフ
ォルダと名前

ノードでコード
された最初の個
所とそのドキュ
メント全体に対
するパーセンテ
ージ

ノードでドキュメントが
コードされた回数

ノードでコードされたドキ
ュメントのパーセンテージ

詳細表示に関する詳細はオンラインヘルプを参照ください。

ノードに集められたマテリアルを調べていると新しいアイデアやカテゴリが思い浮かぶことがあ
るでしょう。必要であればノードの内容をコード化し、また新規ノードを作成することができます。

開始しますか 
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クエリを作成するには :

1	 ナビゲーション表示でクエリボタンをクリックします。

2	 新規ツールバーボタンをクリックします。

3	 クエリタイプを選択します。

クエリの詳細に関してはオンラインヘルプを参照ください。オンラインヘルプのデータを使って
作業するセクションではクエリを使う上でのヒント、戦略や例が記載されています。

モデルを作成
データのつながりを図示することで、その関係を調べたり、プレゼンテーションとして利用する
ことができます。計画の流れや仮説をスケッチするのにモデルを利用するのもよいでしょう :

モデルを追加するには :

1	 ナビゲーション表示でモデルボタンをクリックします。

2	 新規ツールバーボタンをクリックします。 

3	 このフォルダの動的モデルボタンをクリックします。
	 新規モデルダイアログが表示されます。

4	 名前フィールドで名前を入力します。

5	 必要であれば説明フィールドで説明を入力します。

6	 OK をクリックします。

基本的な操作
ソース、ノード、コードについて一通り理解したら、今度はこれらを元に検索、クエリ、モデリ
ングを行う各種ツールに目を向けてゆきましょう。このガイドでは、これらのツールの基本的な
使用法を説明します。さらに詳しい操作法についてはオンラインヘルプをご参照ください。

プロジェクトアイテムを検索
NVivo にはデータの検索やフィルタリングを行うためのツールが豊富に装備されています。:

•	 ソースのテキストの検索、置換を行うには編集メニューの検索をクリックします。 
•	 リスト表示の最上部の検索バーを使ってプロジェクトアイテムを名前で検索します。

名前または名前の
一部を入力します

高度な検索、グル
ープ検索を使用

•	 選択した基準に基づいてプロジェクトアイテムをフィルタ、たとえば女性のケースのみ検索す
るには中級検索を使用します。

•	 プロジェクトアイテムをフィルタする基準のリストを構築する、たとえば 50 歳以上の女性で
ボランティアに積極的な態度のケースを検索するには高度な検索を使用します。

•	 選択したアイテムをリスト化しそれに関連したアイテムを検索する、たとえばソースとそれを
コードしたノードを検索するにはグループ検索を使用します。

クエリを使ってデータを探索 
NVivo では以下のクエリを作成し保存することができます :

•	 テキスト検索 : 指定されたテキストを含むすべてのソースを検索しリスト化します。テキスト
に付されたコードを検索することもできます。

•	 コード化 : コード付けされたコンテンツを種類別に収集できます。例えば、女性の発言のうち
人生の目標に関する内容をすべて調べたい場合に使います。

•	 行列コード化 : 検索条件に基づいてノードのマトリクスを作成します。例えば、ボランティア
活動に対する姿勢を年齢群別に調べたい場合に使います。

•	 頻出語 : 選択されたアイテム内で使用された語のリストを作成し使用された回数を調べます。	
	 どのような語が頻繁に使用されたかを調べることでテーマやコンセプトの確認に役立ちます。 
•	 複合 : テキストクエリとコード化クエリの組み合わせです。 

開始しますか 
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レポートを実行するには :

1	 ツールメニューでレポートをクリックします。

2	 目的のレポートを選択します。

3	 レポートレイアウトのオプションを選択します。

4	 OK をクリックします。

レポートがレポートビューワに表示されます。

これらのボタンを使って印刷、エクスポー
ト、テキスト検索、ズームを行います

レポートの使用法に関する詳細はオンラインヘルプを参照ください。

	 空のモデルが詳細表示に表示されます。別ウィンドウでモデルを使用するにはウィンドウメニ
ューでドックのチェックを外します。

モデルにシェイプを追加するには :

1	 シェイプパネルでシェイプをクリックし目的の場所にドラッグします。

2	 シェイプをダブルクリックし名前と説明を入力します。

3	 プロジェクトのアイテムとシェイプを関連付けるにはシェイプを右クリックし変換→プロジ
ェクトアイテムを選択します。

モデルの使用法の詳細はオンラインヘルプを参照ください。

レポート
NVivo は以下のタイプのレポートを作成します。これでプロジェクトの進行を確認できます :

内容

プロジェクトに含まれるアイテムの状態をリスト表示します。プロジ
ェクト全体の進行状態の伝達や記録に利用できます。

プロジェクト内のソースをリスト表示します。リストにはソース内に
コード付けされたノード数も含まれます。ソースドキュメントの段落
数と文字数に関する情報も表示されます。

プロジェクト内のノードをリスト表示します。各ノードでコード付け
されたソースの数も含まれます。テーマやアイデア別の出現頻度を比
較するのに役立ちます。

タイプ別に分類されたリレーションシップをリスト表示します。リレ
ーションシップの各タイプにどれだけのコード付けがなされているか
を調べることができます。

属性と各属性値に割り当てられたケースの数をリスト表示します。こ
れを使えば、プロジェクトで使う標本（サンプル）の一貫性とバラン
スをチェックするのに役立ちます。

ソースとそれにコード付けしたノードをリスト表示します。コード付
けの進行状況をチェックするのに便利です。

２つのプロジェクト・アイテム間のコーディングに関する類似や相違
の比較概要を数値で表示します。コード付けの一貫性をチェックする
のに役立ちます。共同チームでコード付けを行うような場合これらを
比較するのに便利です。

レポート

プロジェクトサマリ 

ソースサマリ 
 

ノードサマリ 
 

関係サマリ 

 
属性サマリ 
 

コード化サマリ 

コード化比較 
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データをフィルタしクエリを実行

高度な検索を使用してプロジェクトアイテムをフィルタします。たとえば女性のケースをすべ
て、あるいは「コミュニティ志向」とコードされたすべてのインタビューを検索します。

クエリツールを使ってデータに関する問いかけをします。たとえば男性がボランティアに関し
てコミュニティ志向であると回答したすべてのテキストを抽出します。

つながりを発見しモデルを作成

被験者のボランティアに対する意識間の関連性を、モデルを作成し視覚化します。テーマが他
の要因に影響を受ける様子を、モデル、コード、クエリ、メモを通じて探求しやすいように配
置を移動します。

サンプルプロジェクトについて
NVivo の使用法には、特に決まりはありません。データや研究方法によって様々なアプローチが
考えられます。ただ、簡単なプロジェクトの作成例を一通り理解しておけば、以後の活用に大い
に役立つでしょう。

NVivo Volunteering というサンプルプロジェクトが用意されています。 NVivo 7 ようこそ画面か 
らアクセスすることができます。

これは NVivo にインポートされたインタビューとフォーカスグループ ( グループインタビュー ) 
で構成されています。プロジェクトの開発方法について説明します。:

プロジェクトを作成 

NVivo で新規プロジェクトを作成し Volunteers と命名します。被験者の属性とその取りうる値、
たとえば性別 : 男性、女性を設定します。 

ソースをインポート

ソースの下に interviews というドキュメントフォルダを作成しインタビューの記録をここにイ 
ンポートします。インポート時に NVivo に被験者ごとのケースを自動作成させます。それぞれ
の被験者がケースでコードされケースに関する情報をこのケースにコードすることができます。

見出しレベルで自動コード

見出しレベルで被験者を自動コードしインタビューの回答ごとのノードを作成します。ノード
を開くと一箇所ですべての回答を見ることができます。 

記録をコード

インタビューおよびフォーカスグループの記録を読んで内容を吟味します。テーマが見つかる
ごとにノードを作成しそこでコードします。たとえば Image of Volunteers というノードを作成
し被験者のボランティア作業に関する考えを集めます。

ノードを調査

ノードを開き集められたすべてのマテリアルを調べます。データからアイデアが浮かぶごとに
新規ノードを作成しそこでコードします。 

開始しますか 
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For further information, please contact:

QSR International Pty Ltd 
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